あとがき by 星加 明徳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　と
　本誌では原著6編，症例報告3編，第132回東京医科
大学医学会総会記事，第233回臨床懇話会記録が掲載さ
れ充実したものとなった．また巻頭言では，独協医科大
学の吉村学長が臓器移植の生命の問題について書かれて
いる．
　「臓器移植」と言う言葉は一般にも広く知られ，我々医
師にとっても移植は身近なものとなってきた．症例が増
えるにつれて，移植にまつわる種々の問題についても話
題になるようになった．たとえば昨年の日本小児心身医
学会でも，特別講演として移植における本人や家族の心
が　き
理的な問題を扱い，「臓器移植の光と影」という題で，医
学的な華やかな部分ではなく，本人，家族の心理的負担，
そこから引き起こされる精神症状など影の部分について
の報告があった．
　臓器移植は今まで我々が経験しなかった新しい治療で
ある．これを進めて行くためには，医学のみならず，社
会的，倫理的，また心理的にもまだまだ多角的な視点から
の検討が必要であろう．
　　　　　　　　　　　　　　　　　（星加　明徳　記）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　幹事会（要旨）
1．第132回医学会総会が11月6日に開催され，特別講i
　演2題，シンポジウム（血栓症の基礎と臨床）6題
　が，血清学教室，老年病学教室の当番で行われたこ
　とが報告された．
2．臨床懇話会の報告があった．
　開催予定
　　第235回　11月25日　内科学（4）
（平成5年11月）
　　第236回　12月　6日　臨床病理学
3．編集状況の報告並びに編集について討議した．
4．次期医学会幹事の選出報告があった．
　　庶務幹事＝岩根久夫，小柳泰久
　　編集幹事：内野善生，高山雅臣
　　会計幹事：登坂恒夫，伊東　洋
伊　藤
三　動
詞　野
岩　根
小　柳
内　野
高　山
登　坂
伊　東
友　重
水　野
一　色
臼　井
加　藤
斎　藤
福　武
星　毒
忌　岡
阿　部
林
編集委員会
久　雄（会
幸
三　郎（　〃
久
泰　久（
善
雅　臣（
恒
　　洋（
嘩　夫（委
文　雄（
　　淳（
正　彦（
治　文（
利　彦（
勝　幸（
明　徳（
　　健（
公　彦（
　　徹（
長）
雄（副会長）
）
夫（庶務幹事）
77　）
生（編集幹事）
／7　）
夫（会計幹事）
J．　Patrick　Barron　（　n
藤　波　嚢　二（監
内　田　安　信（　〃
71　）
　員）
77　）
／1　）
／7　）
／7　）
27　）
7／　）
／］　）
77　）
ノノ　）
／7　）
　　）
　事）
　　）
平成5年12月20日　印刷
平成6年1月1日　発行
東京医科大学雑誌　第52巻　第1号
発行者　伊藤久雄
発行所 東京医科大学医学会
（東京医科大学総務部企画調査課内）
東京都新宿区新宿6－1－1
　　TEL（3351）6141（代）
印刷所　共立印刷株式会社
　　　　　東京都中央区新川2－23－9
　　　　　　　TEL（3551）9891（代）
